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「３R イニシアティブ国際シンポジウム」開催  

４月２８日（木） ９：３０－１８：００ UN ハウスにて 
 
小泉総理は 2004 年 6 月 8 日～10 日に米国ジョージア州シーアイランドで開催され

たＧ８サミットにおいて、３Ｒ（リデュース、リユース、リサイクル）の取組を

通じて循環型社会の構築を目指す「３Ｒイニシアティブ」を提案し、同イニシア

ティブを正式に立ち上げるための閣僚会議が 2005 年 4 月 28～30 日に東京におい

て開催されることになりました。この閣僚会議のサイドイベントとして国連大学、

ＮＰＯ法人循環型経済社会推進機構、経済産業省は共同で「３Rイニシアティブ国

際シンポジウム」を、2005 年 4 月 28 日午前 9時半～午後６時に UN ハウス、ウ・

タント国際会議場において開催します。なお、このシンポジウムは、環境省、国

土交通省の後援を得ており、シンポジウムの結果は閣僚会議に報告されます。 

 

「３Rイニシアティブ国際シンポジウム」は、３Ｒに対する関心を高め、先進国お

よび発展途上国、双方の利害関係者の率直な意見交換と交流の機会を提供するこ

とを目的としています。各国政府、国際機関、産業界（一般企業、業界団体）、

NGO、学会等、各分野の代表者が参加します。当日は、「各国内における循環型社

会構築と国際的な資源循環システムの構築」、「３Ｒシステムビジネス化に向け

た挑戦」、「エコデザイン」、「国際静脈物流の構築」の４つのテーマに取り組

みます。 

 

午前中の基調講演には中国国家環境保護総局、EU 委員会環境総局、米国商務省の

代表から講演があり、午後のパネルセッションでは、バーゼル条約事務局、タイ

国工業省、アジア経済研究所、富士ゼロックス、キャタピラーからの講演者によ

る、リユース・リサイクル可能な物品の国際フローについてパネルディスカッシ

ョンを行います。午後３時２０分からは「３Ｒシステムビジネス化に向けた挑

戦」、「エコデザイン」と「国際静脈物流の構築」の３つの分科会に分かれて意

見交流等を行います。（裏面のプログラム参照）なお、プログラムの詳細等につ

きましてはホームページをご覧ください。http://www.3rinitiative.jp/。 

 

報道関係各位のご参加・ご取材をお待ちしております。お問合せ・ご連絡は、国

連大学広報部・小林まで。電話：03-5467-1217（直通）、03-3499-2811（代表）, 

e-mail: media@unu.edu。 

 

メディア用原稿 
非公式記録 

国際連合大学 広報部 Tel.: 03-3499-2811 
〒１５０－８９２５ Fax: 03-3499-2828 
東京渋谷区神宮前５―５３―７０ E-mail: media@unu.edu 
 Website: http://www.unu.edu/ 

国際連合大学は、人間の安全保障や開発といったグローバルな課題に関する知識の普及と人材の育

成を目的として、本部（東京）を拠点に世界各地に研究のネットワークを持つ国連総会傘下の独立

機関です。1975年に開設され、今年 30周年を迎えました。 



「３R イニシアティブ国際シンポジウム」 
４月２８日（木） ９：３０－１８：００ UN ハウス 

 
プログラム 

基調講演： ウ・タント国際会議場（３００名） 

9:30-10：00 

 

 

 

 

10:00-12:00 

      
 

開会挨拶  
八木 重二郎 NPO 法人循環型経済社会推進機構理事長（新日鐵副社長）

      ハンス・ファン・ヒンケル 国連大学学長 
経済産業省（調整中） 
 

基調講演  
ピモ・マケラ EU 委員会環境総局持続可能な発展統合部長  
張力軍 中国国家環境保護総局副局長 

米国商務省（調整中） 

昼食休憩 

12:00-13:00 

 

 

全体パネルセッション： ウ・タント国際会議場（３００名） 
13:00-15:00 テーマ：各国内における循環型社会構築と国際的な資源循環システムの構築 

司会： 安井至 国連大学副学長 
スピーカー：  アジア経済研究所 
  (予定)     キャタピラー社 
          富士ゼロックス株式会社 
        タイ国工業省 

                    バーゼル条約事務局 
分科会 A： ウ・タント国際会議場（３００名） 

15:20-17:00 テーマ：３Ｒシステムビジネス化に向けた挑戦 

司会：大和田秀二 早稲田大学教授 

スピーカー： ナチュラル・ステップ・インターナショナル 

 (予定)    株式会社太平洋セメント 

         日産自動車株式会社 
分科会 B： エリザベス・ローズ会議場（１００名） 

15:20-17:00 テーマ：エコデザイン 

司会： 須賀唯知 東京大学教授、古川勇二 東京農工大学教授 

スピーカー： ヒューレットパッカード社 

 (予定)   梅酢靖大阪大学教授 

        トヨタ自動車株式会社 
分科会 C： 国連大学内委員会室（４０名） 
15:20-17:00 テーマ：国際静脈物流の構築 

司会： 細田衛士 慶応義塾大学経済学部長 

スピーカー： (株)リコー 

  (予定)  丸紅株式会社 

        日本通運株式会社 

        国土交通省 
全体総括： ウ・タント国際会議場（３００名） 

17:20-17：45 

 

17:45-18:00 

全体パネルセッション及び各分科会のまとめ 
      各モデレータ 
全体総括／閉会の挨拶 
       永田勝也 NPO 法人循環型経済社会推進機構顧問（早稲田大学教授） 

 


